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KUZUHA MALL×株式会社ヒューマンフォーラム 

KUZUHA MALL で回収した衣服を無料でお持ち帰りいただける 

第５回 「¥
ゼロ

0
エン

 Market
マ ー ケ ッ ト

」を開催 
 

 

株式会社京阪流通システムズ（本社：大阪市中央区、代表取締役社長：松下靖）が運営する京阪電車 樟葉駅に

隣接のショッピングモール KUZUHA MALL（大阪府枚方市楠葉花園町 15-1）は、2024 年 7 月 6 日（土）～7 日

（日）の 2 日間、南館ヒカリノモール 1 階 SANZEN-HIROBA にて、館内で事前に回収した古着の再活用として無料でお

持ち帰りいただける「¥0 Market」を開催いたします。KUZUHA MALL では、京都のアパレル会社である株式会社ヒューマン

フォーラムと共催で、2023 年 8 月より館内に古着回収 BOX を設置し、ご家庭の不要になった使用済みの衣服を回収、それ

らをくずはの地域に還元することで再活用の輪を広げる「RELEASE⇔CATCH(リリース・キャッチ)」の活動を実施しております。 

また期間中同会場にて環境に良いこと、地産地消をテーマにしたプチマルシェを開催いたします。合わせてお立ち寄りください。 

なお、この取り組みは、京阪グループが推進する、“SDGs を実現するライフスタイル”を企画・提案する「BIOSTYLE 

PROJECT」の一環です。 

 

 「\0 Market」概要    

開催期間：7 月 6 日（土）～7 月 7 日（日） 10:00～17:00 

開催場所：南館ヒカリノモール 1 階 SANZEN-HIROBA 

開催内容： 「RELEASE⇔CATCH」で回収された古着から、お気に入りのものを 3 点まで\0 でお持ち帰りいただけます。

5 回目となる本開催では、前回同様に KUZUHA MALL で回収された衣服のみで開催いたします。古着を

お持ち帰りいただくことで参加者の方に循環の輪に加わっていただき、その結果削減された CO₂の量を計測し、

結果を発表します。参加条件として、循環に関する様々な情報をお伝えする「循環ズ」の LINE 公式アカウン

ト友だち追加やアンケートをお願いしております。 
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■開催時の CO₂削減量について 
 

開催日 回収量 持ち帰られた衣服の量 使用済み衣服の廃棄に係る CO₂削減量と 

新規衣服の製造に係る CO₂削減量の合計 

2023 年 

6 月 18・19 日 

392.6 kg 

（約 1,570 着） 

1,043 着 27,170kg 

2023 年 

9 月 2・3 日 

80.6kg 

（約 322 着） 

294 着 7,610kg 

2024 年 

1 月 13・14 日 

238.3 kg 

（約 953 着） 

915 着 23,680kg 

2024 年 

4 月 20・21 日 

47.6 kg 

（約 190 着） 

615 着 15,680kg 

 

| 「RELEASE⇔CATCH(リリース・キャッチ)」について 

 ご家庭で不要になった使用済みの衣服を回収し、可能な限り地域内でリユースするプラットフォームを創出することで、 

 リデュース、リユース、リサイクルが生活に根差した普通の事となるような文化を目指し、脱炭素社会の実現に貢献します。 

●回収可能なもの 

・ 衣類全般 

※着物、スーツ、ネクタイも OK です 

※洗濯した清潔なものを入れてください 

※ボタンやジッパーは閉めて入れてください 

※貴重品などが入らないようご注意ください 

※回収された品物の返還はできません 

 

●回収 BOX に入れられないもの 

・ 靴、鞄、アクセサリーなど 

・ 帽子、マフラーなど 

・ 下着、肌着、靴下など 

・ 濡れたもの、カビの生えているもの 

・ 汚れ・破れ、毛玉のひどいもの 

・ 作業着、制服 

・ 布団、毛布、カーテンなど 

・ ぬいぐるみなど 

 

SDGｓを実現するライフスタイルを提案する 

京阪グループの「BIOSTYLE PROJECT」について 

健康的で美しく、クオリティの高い生活を実現しながら、SDGs の達成にも貢献し

ていく。京阪グループでは、そんな循環型社会に寄与するライフスタイルを

「BIOSTYLE(ビオスタイル)」として展開し、お客さまにご提案しています。 

規制や我慢だけから生まれる活動ではなく、“人にも地球にもいいものごとを、毎日の生活の中に、楽しく、無理なく、取り入れていくこと

ができる明るい循環型社会の実現”に貢献するため、京阪グループにできうる様々な活動を推進していきます。 

▶ 「BIOSTYLE PROJECT」について詳しくはこちら   https://www.keihan-holdings.co.jp/business/biostyle/ 

https://www.keihan-holdings.co.jp/business/biostyle/
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| プチマルシェを同時開催 

併設イベントとして、環境に良いこと、地産地消をテーマにしたプチマルシェを開催。フードロス商品、淀川で自生している 

「ヨシ」を使用した雑貨、リユースしたお花や洋服を販売するショップなどが出店します。 

 

■アオゾラ農園 

門真市でオーガニックな屋上貸農園を運営している「アオゾラ 

農園」では、2020 年からフードロス削減活動に取り組んでおり ます。収穫量が多く

市場で売れ残ったもの、消費期限が短いもの等、廃棄を少しで 

も削減するため、フードロス商品を中心に販売いたします。 

今回は夏野菜が盛りだくさんです。 

 

■Repos flower 

フレッシュなお花を販売するとともに、そのお花を丁寧にドライ

アップし、ドライフラワーにして販売いたします。 

お花のある生活や、ドライフラワーの良さを知っていただきた

い、そしてフラワーロスゼロを目指しております。 

 

■MINKS 

ミシン屋に生まれ育ったきまぐれ縫製士 MINKS。 

生地は新しい物から古布、紙やマットなどミシンで縫えるものは

何でも使用します。 

今回はスカートをメインにキャミソールやビスチェを販売。 

MINKS の作る物がお客さまにとって気分の上がるパワーアイテ

ムになることを願っています。 

 

■アトリエ May 

サステナブルな資源として注目されている植物「ヨシ」を繊維

化し、ヨシ紙、ヨシ糸を製造した上で、日本のものづくり企業とコ

ラボして、様々なヨシ製品を企画販売しています。 

「ヨシをよしとする商品計画」をテーマに、照明等のインテリア

雑貨から衣料品、寝具等、ライフスタイル全般で商品展開して

います。ワークショップも同時開催いたします。 

「ヨシ繊維から紙粘土を作って、小物づくりをしよう！」 

1 回：550 円（税込） 

■kokoaru 

「kokoaru」とは、ここに素敵な物があるという意味で名付け

られました。オーナーが育てているミニ盆栽・山野草・サボテン・

多肉植物を販売いたします。 
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■会社概要 

商 号：株式会社 京阪流通システムズ 

代 表 者：代表取締役社長 松下 靖 

本 社：〒540-0032 大阪市中央区天満橋京町 1-1 KEIHAN CITY MALL 3F 

T E L：06-6944-3087 

F A X：06-6944-3047 

設 立：2002 年 8 月 8 日 

事 業 内 容：ショッピングセンター等の商業施設の経営、プロパティマネジメント事業 

資 本 金：100 百万円 

U R L：https://www.mall-keihan.co.jp/ 

 

■施設情報 

KUZUHA MALL  

住 所：〒573-1121 大阪府枚方市楠葉花園町 15-1 

T E L：072-866-3300 (代表)  

ア ク セ ス：京阪電車「樟葉」駅下車すぐ 

駐 車 場：約 3,000 台（有料、お買い物での優待あり） 

営 業 面 積：約 72,000 ㎡ 店舗数：約 240 店舗 

U R L：https://kuzuha-mall.com 

https://www.mall-keihan.co.jp/
https://kuzuha-mall.com/

